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鎌倉に、ふらっと寄ってフラットに過ごせる地域食堂を 
～渡邉公子先生インタビュー～ 

昭和 62(1987)年から長年にわたり金井高校の非常勤講師として家庭科の授業を担当された渡邉公子先

生は、現在、鎌倉市で一般社団法人「ふらっとカフェ鎌倉」の代表を務めておられます。今回は、ＮＨＫを

始め多くのメディアで取り上げられている、地域食堂やフードバンクなどの活動についてお話を伺ってき

ました。【聞き手：森】 

 

 

「ふらっとカフェ鎌倉」は 2017 年に渡邉先生が代表となって設立された一般社団法人で、鎌倉市内で移

動式地域食堂「みんたべ」や、鎌倉市と協働で食糧支援を行う「フードバンクかまくら」を運営している

非営利組織です。 

８月 29 日（木）午後、台風余波の雨が降る中、ふらっとカフェ鎌倉が活動の拠点としている鎌倉市福祉

センター（鎌倉市御成町）に、渡邉先生をお尋ねしました。到着するとすぐ、森が金井高校で同僚の教員

としてお世話になった頃と変わらぬ、気さくで明るい笑顔でお出迎え頂きました。 

 

――本日はお忙しい中、同窓会のインタビューに応じていただきありがとうございます。今回は、森が８月

19 日（月）、テレビで「首都圏ネットワーク（ＮＨＫ総合）」の鎌倉市内の地域食堂の話題を見ていた

ところ、代表として渡邉先生がお話しされているのを偶然見て、これは先生の教え子の金井の同窓生

の皆さんにも知らせなければと思い、お願いした次第です。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

渡邉．こちらこそ、そう思っていただいて嬉しいです。よろしくお願いします。 

 

渡邉公子先生プロフィール 
昭和 62(1987)年から平成 30(2018)年まで 

金井高校・家庭科非常勤講師 

一般財団法人・ふらっとカフェ鎌倉 代表理事 

Ｎ ＰＯ法人・游風 理事長 

認定ＮＰＯ法人・ 

鎌倉市市民活動センター運営会議 前理事長 

昭和 18(1943)年生まれ、81 歳 
 

※お写真は「当時の教え子たちに向き合うつもりで」、ポー

ズをとっていただきました。 
 

ふらっとカフェ鎌倉ホームページ：

https://flatcafekamakura.wixsite.com/flatcafekama

kura 

Facebook: https://www.facebook.com/flatcafekamakura 

Instagram：

https://www.instagram.com/flatcafekamakura/?hl=ja 
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――渡邉先生がこういった活動を始められたのは、いつ頃、どんなきっかけだったのでしょうか。 

渡邉．金井高校の非常勤もそろそろ辞め時かなと考えていたところへ、ＮＰＯセンター（鎌倉市市民活動セ

ンター運営会議）の理事長も任期満了で退くことになりました。そのことを機に、今までのキャリアを

生かした団体を立ち上げようと思ったのが始まりです。貧困、虐待、格差、独居老人、ひとり親家庭、

孤独、孤立等々、ずっと気になっていた社会課題に対して、解決の道を探りたいと思いました。そこで、

「食べることは生きること」「みんなの笑顔が見たい」をモットーに、みんながふらっと立ち寄れる、

食を通した居場所を開設することにしました。 

――そこで始められたのが、「みんたべ」だったわけですね。 

渡邉．始めた「みんたべ」は、「子ども食堂」「地域食堂」とも呼ばれているものです。鎌倉市内で、休業日

のレストランやカフェ、福祉施設などの場所を借りて「みんなで作って、みんなで楽しく食べる」、世

代や立場を超えた交流の場を提供しています。 

食べることには、みんなを笑顔にする力があるので、「地域のみんなの食堂」を作ることで、集まっ

てくる人たちが差別なく助け合える環境のある場所にできると考えました。「ふらっとカフェ鎌倉」と

いう名前も「ふらっと寄って」、老若男女関係なく「フラット(flat＝対等)に」交流できるカフェ、と

いう意味でつけました。また、こういった活動は、対象とする人によって担当課の異なる縦割り行政の

「官」では難しく、「民」の力だからこそできるものだとも思っています。 

現在は月３回、子どもは無料、大人も 500 円の事前予約制で開催しています。レストラン（ソンベカ

フェ）、老人福祉施設（二階堂デイサービスセンター）、お寺（安国論寺）をお借りして運営しています

が、それぞれの場所の特性に応じて内容を工夫しています。例えば、お寺では精進料理を取り入れたり

していますし、老人福祉施設ではルール上、調理師資格のない人が調理するということができないので、

食糧はテイクアウトにして、音楽などを楽しむ会や食育講座などを組み合わせたりしています。 

――コロナ禍が困窮家庭への食糧配達を始めるきっかけになったそうですが。 

渡邉．「みんたべ」をボランティアの皆さんと鎌倉市内の１９店舗で開催してきましたが、コロナ禍のせい

でそもそも「みんなで集まって食べる」ということができなくなってしまいました。そんな中、学校も

休校になってしまい、困窮家庭の子供たちが学校で給食を食べる機会も失って、家庭によっては１日１

食になってしまっている、という窮状が耳に入ってきました。それならば、こちらから行って一軒ずつ

食糧を配ろう、ということで始めたのが、ひとり親家庭や生活困窮家庭に食糧などを戸別配付する「手

くばり・足くばりプロジェクト」です。このプロジェクトでは、来所による配付もおこなっていますが、

月１回、約３０軒を１軒ずつ回って食糧を届けています。 

――１軒ずつ回って食糧を届ける、と一言に言ってもかなり大変な作業と思いますが。 

渡邉．別のところでやっている「男の料理教室」の生徒の男性が活動に賛同して車を出してくれたりするの

で、配達は毎回、全部の家庭を自分で回っています。メールで予告して訪問するのですが、ただ食糧を

届けるというのでは宅配便と変わりません。自分で直接届けることの意味は、双方向のコミュニケーシ

ョンが生まれることにあります。直接訪問すると、日常の何気ないおしゃべりの中で、普段の生活の様

子もわかるし、お子さんが今度高校に入学する、といった情報が得られることも大きいです。そういう

情報があると、お子さんの入学の時に、大船のお店のオーナーさんが提供してくれる食事券をつけてあ

げたりすることができます。そうしたコミュニケーションの中で、信頼関係や気軽に相談できる雰囲気

ができていくことが大事だと思っています。 



――どのように食糧を配っているのですか。 

渡邉．行政的には、どの家庭にも同じ内容・量の食糧を「平等に」となるのでしょうけれど、私の考える「平

等」は違います。個々の家庭で家族構成も生活環境も異なるからです。食べ盛りの中高生のいる家庭に

はボリュームのある食べ物を入れたり、小さいお子さんのいる家庭にはお菓子類を多めにしたりして、

それぞれの家庭にあったバランスの良い食糧を提供するようにしています。また、私は家庭科の先生な

ので、配る食糧の栄養バランスが偏っている、などということは許容できません。インスタントやレト

ルト食品に偏ることなく、健康維持のもとになる野菜は多く入れています。幸い、提供してくれる農家

も多いので助かっています。また、最近は独居老人の利用も多くなってきたので、いままでとは違った

食糧選びが必要になってきています。 

 

――団体の運営資金はどのようにしているのですか。 

渡邉．まずは、市民や事業者の皆さんからご寄付い

ただいた食糧品・生活用品が原資で、年間１６

ｔもの寄付があります。フードロス削減のため

の、鎌倉市のフードドライブ事業とも連携して

います。個人からの寄付金もありますが、鎌倉

市との協働でやっているので、ふるさと納税を

利用したガバメント・クラウドファンディング

（以下ＧＣ）から資金が出ています。ＧＣだと、

通常のクラウドファンディングのような、目標

額に満たないと使えないとか、返礼品に費用が

掛かるとか言った制約がなく、集まった分をす

べて運営に充てることができます。ただ、通常、

行政だと単年度処理で、年度内に使いきれなかった分を戻すようなことがあったので、市と交渉して、

うまく使いきれるような仕組みにしてもらうことができました。 

 

――運営スタッフはどのようにしていますか。 

渡邉．鎌倉市民はこういった活動への関心が高いと思います。「ふらっとカフェ鎌倉」には、約 20 人のボラ

ンティアの皆さんが参加してくれていますし、市民の皆さんばかりでなく、ＮＰＯ団体、農家さん、学

校、大学、福祉施設などの協力もいただいています。また、たくさん寄付していただく食品などに関し

ても、これらの管理のための要員を雇う必要がありますが、そういった仕事だと拘束時間が少なく、子

供が学校に行っている間だけのような働き方ができるので、ひとり親家庭や困窮家庭のお母さんたち

にやってもらい、そういった家庭の収入に少しでもつなげることができています。 

 

――コロナ禍がほぼ終息し、再び地域食堂の増加を図る時期になったということですね。 

渡邉．「みんたべ」は鎌倉市内の 16 の小学校区すべてに最低ひとつずつは開きたいと思っています。さいわ

い手を挙げてくれるところがたくさんあり、おかげさまで 10 か所増やすことができました。ただ、初

めてやるのはハードルが高いので、コーディネートと最初の数回を一緒にやるなどして、うまく自力運

営できるよう、サポートしていきたいと思っています。そのほか、「鎌倉スマイルフードプロジェクト」

という、食糧の無料配布会も鎌倉市との協働で行うようになりました。 

 

 



――金井高校講師時代の思い出等ありましたら。 

渡邉．ちょうど私が在職中に、それまで女子のみが学んでいた家庭科が、男女必修の時代になりました。両

方の時代を経験したわけですが、小学校に上がった時から男女平等を教えられて、それが当然と思って

生活してきたので、ワクワクしながら教壇に立っていたのを覚えています。 

私の中で人権尊重、男女平等の考え方は一貫しています。また生き方の中で、小学１年生の時の担任

の先生から「あすなろ」ではいけないと言われていたことが、私の「課題を見つけたら即行動に移す」

という考え方につながり、それを金井高校でもＮＰＯでも実践できたように思います。 

金井では受け身の授業ではなく能動的な授業を心掛けてきました。ある時、優秀な生徒がいて、他の

生徒に対して、自ら見つけた課題についての授業をしてもらったことがありましたが、その生徒が１時

間の授業を見事に講義したときのことは忘れられません。 

また、「家庭科は大学進学に必要ない」と授業中英語の勉強をしていた女生徒と、生きることについ

て徹底的に議論して、聞いてもらった他の生徒たちにもそのことについて考えてもらったというエピ

ソードも、強く思い出に残っています。私も高校時代、「ああ言えばこう言う」派でしたが、その生徒

も持論を曲げませんでした。でもその結果、その女生徒は次の授業から熱心に受けていました。弁護士

志望で人間的にも優秀な生徒だったのを覚えています。 

金井の生徒は育ち方、育てられ方に恵まれた環境だったので、楽しい思い出ばかりです。出会った生

徒たちに、教師として私自身も育てられた気がして、今でも感謝の気持ちでいっぱいです♪ 

鎌倉市は地域的にも近いので、現在も普段の活動を続けていく中で、ボランティアの方だったり、食

品提供者や寄付をしてくださる方だったり、金井高校の教え子や卒業生、現役生と出会う場面も多くあ

ります。中には、そういった金井生がてきぱきと立ち働く姿を見て「金井の子はよく気が利く」と褒め

られるようなこともあって、嬉しく思うこともあります。 

――本日は貴重なお時間をありがとうございました。 

 

日々あちこち動き回っているので、今も足腰が丈夫で、80 歳代の今も、病院とは縁のない生活を送って

いらっしゃるとのこと。また、役所の方などから「活動の上での課題は何か」と尋ねられると「いつもそ

の場で解決していくので課題などありません」とお答えになるという渡邉先生。森が職場でご一緒してい

た 20 年近く前と同様、というよりむしろ、益々お元気なご様子に感じました。 

同窓生の中にも今回の会報を読んで、こういった活動に賛同し、どんな形であれ、新たに活動に加わっ

てくれる方や、それぞれの地元で活動をしてみようという方などが出てきたら、今回の取材を受けていた

だいた意味があったことになると感じました。（Ｍ） 

 

  



＜訪問した際にいただいたチラシ＞ 

  

  



   


